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「人間的な成長」を見据えた課題探究型初年次教育の提案 

― 人生の価値と健康問題を中心に― 

 

 

村 上 祐 介・大 畑 昌 己・松 久 眞 実・柿 木 章 

 

１．問題と目的 

 

学士課程教育の質保証が叫ばれて久しい。その取り組みの一つとして、「高等学校から大学

への円滑な移行を図り、大学での学問的・社会的な諸条件を成功させるべく、主として大学新

入生を対象に作られた総合的教育プログラム」（文部科学省, 2017）である初年次教育が、本

邦においても多様な展開をみせてきた。９割を超える高い普及率を示す反面、今後の課題とし

て、各機関のニーズに特化し学士課程との連続性を視野に入れた効果的なプログラムを開発す

ることが指摘されている（山田, 2013）。加えて、文部科学省（2012）は、大学進学率が一挙

に増大した我が国において、その受け皿となる私立大学が、「日本社会の持つ文化、学術、地

域性などの多様性に十分対応して、日本社会の将来を予測し、それに必要な人材を育て」る、

という役割を十分に果たせていないと指摘する。そのため、「自立過程にある若者に対する社

会人としての素養の涵養と個人の人生の満足度を高めるための出発点」、「地域社会に貢献す

る人材育成と学生を原動力とした地域社会の発展の核」といった大学の役割を遂行すべく、「私

立大学は個々の大学の教育目標を実現し、社会の負託に応えるべく、充実した教育を実践し続

けて行かなくてはならない」という。 

以上のことから、本研究では、私立大学としての役割、大学独自の教育目標や学士課程との

連続性を念頭に置き、学部やコースの特色や専門性により特化した初年次教育を提案していき

たい。その作業にあたり、まず、本稿の研究対象である桃山学院教育大学（以下、「本学」）

の教育目標（理念）を確認しておくと、それは、教育者（あるいは学習者）として必要な知識

やスキルを修得するだけではなく、それを使用する教育者（あるいは学習者）自身の人間力を

磨く「人間教育」として表現されている。より具体的には、（１）自己理解や自己受容、自己

内対話による「自己実現」（一人ひとりの可能性を全面的に開花・実現）、（２）「『我の世

界』（自分に固有の人生を生き抜く力）と『我々の世界』（内面的な「我の世界」を土台に、

世の中の行き方を考える）を生きる力」、そして、（３）知識や技能の獲得はもとより、思考
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力や判断力等の高次で複合的な力を身につけ、自己の探究（学びに向かう力、人間性等）へと

向かう「習得・活用・探究」、という主として三領域の教育プロセスが相互に関与しながら、

人間的な成長や発達、すなわち「人格の完成」のプロセスを促進することを目的としている（桃

山学院教育大学, 2019）。 

本学では、こうした「人間的な成長」を念頭に置き、入学から卒業後までのキャリアパスと

して、１年次生を「意欲」、２年次生を「体験」、３年次生を「本気」、４年次生を「本番」

と位置づけ、キャリア系科目や実習等を適宜配置しながら、実践的指導力や学び続ける人間像

を段階的に獲得・形成できるようなカリキュラムを構成している。本研究の対象となる初年次

教育科目「子ども教育学基礎演習１」と「子ども教育学基礎演習２」は、こうしたキャリアの

段階的発達の基盤となる卒業必修科目である。その到達目標は、「１．大学での４年間を『意

欲』『体験』『本気』『本番』として学修の見通しを持ち、必要なスキルを身につける」、「２．

多様な経験を通して『子ども』や『教育』の理解を深める」、「３．キャリア・プランニング

の基礎を理解する」、「４．演習や体験行事を通して、企画実行力・コミュニケーション能力・

問題解決力を高め、人間力を獲得する」となっている。  

こうした大学の理念やキャリア科目の到達目標を達成する具体的な方法の考案にあたって、

本論では、第一に、「価値」（value）に注目する。価値とは、「永続的な目標として、行動の

動機づけや評価、選択に影響を及ぼす生来的な願望を言語的に表明したもの」（坂野・武藤、 

p.71）であり、また、「人生でどのように振る舞いたいか、どのように世界と、他者と、そし

て自分自身とかかわりたいかについての、心のもっとも深い部分からくる欲求」（Harris, 2007 

岩下訳 2015, pp.209-210）と定義される。各自が、唯一無二の人生において大切にしたい「価

値」を確認することは、何を人生の軸として生きていきたいのか、という根本的な「意欲」を

刺激するとともに、自己実現の構成要素として想定される自己理解や自己内対話を促進し、ひ

いては「我の世界と我々の世界を生きる力」の基盤を形成することになるだろう。価値という

内面世界を土台にしながら、他者や社会とどのように関わりながら、自らが生きていけば良い

かを考える契機となるからである。 

第二に着目するのは「健康課題」である。心身の健康に関わる諸問題は、多くの人にとって

の関心であり、本研究の対象となる健康・スポーツ教育コースは、こうした健康問題に対して、

科学的根拠に基づく支援を可能とする人材の育成を謳っている。当該コースに在籍する学生の

多くは、何らかの形でスポーツに関わってきた者が多いが、大学の学びにおいて求められるの

は、「自らがプレーしてきたスポーツ（あるいは、スポーツをプレーしてきた自分）」を一度
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客体視し、「スポーツを活用して他者のウェルビーイング（より良い状態）増進にいかに寄与

するか」を考究していくことではないだろうか。こうした質的な転換を促していくためには、

まず、健康問題の実態を把握したうえで、それを改善するための具体的なアプローチや、健康

増進に寄与する多様な職業について学び、そうした大きな枠組みの中で、自らの得意・関心で

あるスポーツにどのような役割を担わせ得るかを考察し続けていくことが肝要となる。したが

って、「健康課題」に関する探究型の学習は、とりわけ健康・スポーツ教育コースに所属する

学生個々人の可能性を実現させ、「我の世界」と「我々の世界」の関係性を考える契機となり、

学びに向かう力やそれを支える意欲を刺激するのに適したトピックであると考えられる。 

管見ながら、これらの議論を反映した初年次教育は報告されていないことから、本研究では、

大学の理念や教育目標を実現する具体的な教育方法として「人間力向上プロジェクト」と「健

康課題について考える」という２つの課題探究型の実践を開発し、その概要や成果を報告する

ことを目的とする１ ）。 

 

２．研究１ 

2-1 目的 

 人間的な成長を目標とした課題探究型初年次教育の一環として、「人生で大切にしたい価値」

に基づくアクションを起こす「人間力向上プロジェクト」を開発し、その概要を報告する。 

 

2-2 方法 

2-2-1 参加者 

桃山学院教育大学教育学部健康・スポーツ教育コースの１年次生で、「子ども教育学基礎演

習１」ならびに「子ども教育学基礎演習２」の受講生75名（男子41名、女子34名）であった。 

2-2-2 手続き 

 2018年７月18日（水）に開講された「子ども教育学基礎演習１」の授業において、「夏期休

暇の課題」として、ワークシートを配布し概要説明を行った。課題内容は「“人間力向上プロ

ジェクト”をプランニングして『自分を磨く』」とし、（１）翌週の授業内でプラン発表（一

クラス約20名全員に向けた宣言）、（２）夏期休暇中に実行（「渾身の１枚」と称した写真も

撮影）、（３）レポート作成、（４）後期授業でスライドを用いて、プロジェクトの成果発表

を行う、という一連のスケジュールを提示した。次いで、受講生は、ACTのワークブック

（Ciarrochi, Hayes, & Bailey, 2012 武藤監修, 2016）から引用した価値のリスト２ ）に、
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「０: 全く重要ではない」〜「10: 最高に重要」としてそれぞれ評定を行った後、自分が重視

したい価値を選び、その価値を実現するプロジェクトのプランニングを行なった。プランニン

グにあたっては、例を示しながら、「法には触れないこと。自分や他者の命を侵害すること、

危険なことはしない」と「『今やっていること』を含めない」を注意事項とし、「実現したい

価値」「その価値を選んだ理由」「その価値を実現するプロジェクト」「プロジェクトの実施

時期・場所」「プロジェクトを阻害する要因とその解決策」を記入するよう教示した。プラニ

ングを終えた受講生は、授業担当者（チューター）によるチェックを受け、必要に応じて修正

した。なお、補足資料として、大学が斡旋しているボランティア情報、心理学系講座の案内も

同時に提示し、プランニングの参考にするよう教示した。 

 夏季休暇中のプロジェクト実施を経て、同年10月10日、18日の「子ども教育学基礎演習２」

において、パワーポイント等で作成したプレゼン資料に基づき、プロジェクトの成果報告が実

施された。なお、成果報告の際には、「声量」「スピード」「要点」「熱意」の観点からルー

ブリック評価を実施し、クラス内の全ての学生が、互いの発表に対する評価を行なった。学生

による相互評価のほか、授業担当者の評価結果等を総合的に勘案し、各クラスより代表発表者

を数名選定し、10月25日の同授業内で、健康・スポーツ教育コースの全学生（合同開講）の前

で、代表発表者による発表と、担当教員による講評を行なった。 

 

2-3 結果と考察 

 以下、代表発表者に選抜された学生８名のプレゼンテーションを分析対象とし、本プロジェ

クトを通じた学修成果の概要を論じる。各学生のプロジェクト、学びや課題の詳細はTable１

を参照されたい。まず、Aは、「自分の向上」や「知識の向上と生き方を変える」という価値

を、Bは「人との関わりを大事にする」と「コミュニケーション能力を高める」という価値を実

現するため、いずれも、母校でのバスケットボール部の指導をプロジェクトに据え（Aはリー

ダーシップ論に関する読書も実施）、指導場面での難しさやポイントを学んでいた。Aは、「ス

ポーツだけやっているのでは駄目」で、選手も指導者も「人間性」を高めることが重要である

ことを学んでおり、Bもまた、プレー実績のある顧問からかつて指導を受けていた際に、挨拶

や清掃等の生活面を徹底されていたことに言及し、そうした顧問の指導を学ぶためにも、積極

的に母校での部活動指導に関与したい旨を発表していた。さらにBは、昨今の中高生像を踏ま

えた上で、指導者が意見を押し付けるのではなく、自分たちで考えさせる指導をできるよう、

自分自身が、周囲の人を大切にし、心の広い人間になることを今後の課題と感じていた。 
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Table 1 「人間力向上プロジェクト」代表発表者の成果報告概要 

 

学校教育領域という点では、Gも「積極的であること」という価値を実現するため、母校の

中学校で、体育大会の準備や当日補助のプロジェクトを実行した。教職の大変さを身近で痛感

するとともに、何気ない雑談を通じて教員が生徒と信頼関係を構築していることや、生徒を大

対象 価値 理由 概要 感じたこと・学んだこと 今後の課題

A ①自分の向上 ・バスケを理解し

自分を向上

＜8/11＞

・高校（母校）に

行きクラブ指導の

あり方を勉強する

①バスケの奥深さ

②指導するときのポイント

③「人間性」の重要性

①バスケを深く知る

②バスケのレベルアップ

②知識の向上と生き方

を変える

・本を読み、リー

ダーとしての考え

を身につけたい

＜8〜9月＞

・プロ野球指導者

の著書を2冊読む

①勝つためには何が必要か

②リーダーとして何が必要か（野球だけで

は駄目で、「人間性」が重要）

・人間性の向上（挨拶等から）

B ①コミュニケーション

能力を高める

②人との関わりを大事

にする

＜8/24＞

・高校（母校）で

バスケットボール

部の練習指導

①他人に自分の思考や感情を伝える難しさ

②選手に分かりやすいように技術説明や戦

術等を言葉で伝える難しさ

③色んな考えを持った生徒が複数いる中、

集団としての目的やきまりを作る

④ただ指導をするだけではなく、選手の体

調やメンタル面にも気を配る

①人と関わる時間を大事にする

②母校に行ける日があれば積極的に

指導に行く（自分の指導＋顧問から

学ぶ）

③周りの人を大切にし、心の広い人

間になる（意見を押し付けるのでは

なく、自分たちで考えさせる）

C ①親切である

②コミュニケーション

が上手

・来日韓国人の助

けになりたい

＜8〜9月＞

・韓国語の勉強

・渡韓

・帰国後、他者に

教えられる韓国語

を勉強

①日本で見たことのあるものが多い

②道路の風景がちょっと違う

③オシャレな場所が多い

④観光客慣れしてる

⑤みんな優しい（空港等での日本語での対

応／街中で声をかけてくれる）

①初の海外で、旅行中話しかけても

らって安心できたので、今度は自分

が不安を軽減できるようになりたい

②助けになりたいという気持ちが大

事

③英語力を鍛える

D ①行動力があること

②人助けをする

・台風などによる

被害で困っている

人が多い

・実際の現場の雰

囲気などを体験す

る

・やり遂げられな

い自分がいるから

＜8/13〜15＞

・広島県呉市天応

地区

・土の運搬、支援

物資の整理等

①テレビで見る災害現場と実際に行って自

分の目で見た災害現場は全く違った

②災害現場には多くのボランティア参加者

がいて人助けのために多くの人が集まって

いるのに驚いた

③全く知らない人達とチームで活動したの

で、周りへの声掛けなどコミュニケーショ

ンを取る力が大切だと知った

①事前の準備が甘かった（"もしも"

を考える）

②自分一人で何かを成し遂げるとい

う経験をして、達成感を強く感じる

ことができた。今後は、様々な活動

に積極的に参加できるようにして、

多くの経験を得ていきたい

E ・平和教育について学

ぶ

①平和について学

びたい

②昔の人々の暮ら

しについて学びた

い

＜9/12〜14＞

・長崎（平和公

園・原爆落下中心

地・山王神社・片

足鳥居等）、軍艦

島

＜平和＞

①言葉の大切さ：命を簡単に捨ててしまっ

たり、軽々しく人を傷つけるような言葉を

発してはいけないと改めて学んだ

②命の大切さ：あの時代に生きたくても生

きれなかった人のためのも命を粗末にして

はいけないと感じた

＜軍艦島＞

軍艦島での炭鉱作業（蒸し暑い中穴にも

ぐって石炭を掘る）で命を落とす人もいた

らしい。私は将来就いた仕事に責任を持ち

たいと感じた

①中学校の修学旅行では平和につい

て学ぶ事が多い。社会科の先生だけ

でなく、体育の先生も平和について

知っておくべきである

②戦争の悲惨さを学び、後世に伝え

ていくことは私たちの責務である

F ①社会を客観的に見る

②自然に触れる

・ネット社会に

なっているので、

今の自分や社会を

見つめ直し初心に

戻る

＜8/11～19＞

・山口県萩市で自

然（萩マリーナ、

萩明神池）に触れ

る

①日本には美しい自然がたくさんあり、自

然を一人で感じることによって、目まぐる

しい毎日や心をリセットできることを知っ

た

②穏やかな心を持つことができることも

知ったし、田舎の人の優しさ、器の大きさ

も感じることができた

③都会に移住してから、当初驚いていたこ

とが「当たり前」になっている自分に気づ

いた

①SNSを遮断すると言ったが、日頃た

くさんSNSを使用するため、気になっ

て仕方がなかったので、次回は圏外

（制的にSNSを遮断できる環境）で行

いたい

②都会の「当たり前」は地方の「当

たり前」ではない。様々なことに感

謝できる人間になりたい

G ・積極的であること ・教職への第一歩

（実際に中学校に

行き、教育現場を

体験）

＜9/11〜28の計6

日間＞

・中学校（母校）

での体育大会補助

役員（にがりま

き、係合同練習、

体育大会の手伝

い）

①先生と生徒とのコミュニケーション：雑

談等を通じて信頼関係を築く

②先生の毎日の仕事の大変さ：早朝から夜

遅くまで、授業準備、会議、部活指導、体

育大会の準備…

③生徒への思い：生徒のことが大切と思え

るから行動ができる

①人とのコミュニケーション（自分

から行動できるように）

②教師としての動き（教師に一歩で

も近づけるよう勉強していきたい）

③何事も積極的に!!!（他人から言わ

れてからではなく、自分から動き、

気づいたことを他者に伝える）

H ・命の大切さを学ぶ ・捨て犬や捨て猫

など、理不尽に失

われる命について

知るため

＜9/23＞

・NPO法人と協力し

て、保護犬の街頭

募金活動

①仕事として活動している中で参加させて

頂いたので緊張感があり、真剣に取り組む

ことができた

②募金はお金をせびるのではなくあくま

で、協力してもらうことが目的だと再認識

できたこと

③真摯に取り組めば興味がない人も立ち止

まってくれることに気付けた

①継続して参加する

②声が小さいとの指摘をいただいた

ので、日常生活でもハッキリと話せ

るよう努めていく

③寿命を全うして欲しいので、保護

犬が減るよう微力ながら協力する



村上祐介・大畑昌己・松久眞実・柿木章／「人間的な成長」を見据えた課題探究型初年次教育の提案 
pp. 141-156 

- 146 - 
 

切に思う心情に触れ、教員像がより具体化された様子が伝わった。こうした学びから、教職に

必要な知識や技能の習得に対する意欲が向上するとともに、自分から積極的に動き、コミュニ

ケーションを高めていく必要性を感じていた。 

学生にとって身近な学校の枠を超え、国内外へとプロジェクトの場を広げた者もいた。Cは、

外国人から道を尋ねられることがよくあるという経験から、「親切である」「コミュニケーシ

ョンが上手」という価値の実現のため、韓国語を学んで実際に訪韓するとともに、日本人に知

っておいてほしい韓国語を整理する、というプロジェクトを考案した。韓国での旅の道中、日

本語での対応や、街中で声をかけてもらう、という体験から、現地の方の優しさや、話しかけ

てもらえることの安心感を経験し、自身も、語学を勉強し、他者の助けになりたい、という気

持ちを強くしていた。一方、Eは、「平和教育について学ぶ」という価値のもと、被爆地である

長崎市や軍艦島を訪問した。プロジェクトを通じて、生きたくても生きることのできなかった

人の存在を知り、命を粗末にしてはいけないこと、他者を傷つけるような言葉を軽々しく発し

てはいけないことなど、命やことばの大切さを学ぶとともに、将来、就職した際には、自らの

仕事に責任をもちたいと考えるに至った。また、社会科教員だけではなく、体育教員も平和に

ついて理解を深めるとともに、戦争の悲惨さを後世に伝えていくことの重要性を感じていた。 

CとEは、初めて訪問する場所で様々な学びを得ていたが、Fは、これまで慣れ親しんだ土地

にSNSを遮断して戻ることで、改めて自分や社会を見つめ直し初心に戻る、というプロジェク

トを考案していた。Fは、美しい自然の存在を再確認し、その中で自らの心をリセットすると

いう体験をするとともに、地方在住の方の優しさに触れたり、都会に移住したての頃の新鮮さ

を失っている自分に気づいたりしていた。これらの体験を通じて、現代社会に存在する様々な

便利な情報機器や交通網など、「当たり前」になっている事柄について、感謝の気持ちを忘れ

ない人間になりたい、という想いを強くしていた。 

DとHは、他者と協力して行う社会貢献活動に関するプロジェクトを実行した。Dは、台風等

の被災者が多い現状や、これまで何かをやると決めても最後までやり遂げられない自分がいる

ことを理由に、「人助けをする」「行動力があること」という価値を実現するために、広島の

被災地で、３日間のボランティア活動を行った。テレビで観るのとは違う実際の災害現場を目

の当たりにしただけではなく、そこで多くのボランティアが参加していることに驚きを感じる

とともに、初対面の人同士がチームで活動するにあたって、コミュニケーション能力が大切で

あることを実感した様子だった。事前準備の甘さを教訓としながらも、一人で何かを成し遂げ

る体験を通じて達成感を得るとともに、今後も様々な活動に積極的に参与していきたい、とい
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う意欲が高まったようだった。また、学生Hは、NPO法人と協力して、保護犬の街頭募金活動を

実施した。NPO活動の一環であることから、一定の緊張感のもと真剣に活動を行い、真剣に取

り組めば、一見興味のなさそうな人でも立ち止まってくれることや、募金はお金をただ集める

のではなく、市井の人々から協力を得ることが目的であることを再認識したとのことだった。

これらの体験を通じて、日常生活でもハキハキと話せるよう努力するとともに、人間の勝手な

都合で殺処分される保護犬が減るよう、協力したい、という気持ちを強めていた。 

 

３．研究２ 

3-1 目的 

 人間的な成長を目標とした課題探究型初年次教育の一環として、文献発表を通じて健康問題

への意識を深める教育実践（「健康課題について考える」）を開発し、その概要を報告する。 

 

3-2 方法 

3-2-1 参加者 

桃山学院教育大学教育学部健康・スポーツ教育コースに所属する１年次生で、「子ども教育

学基礎演習２」の受講生74名（男子40名、女子34名）であった。 

3-2-2 手続き 

 2018年10月31日（水）に開講された「子ども教育学基礎演習２」において、「健康課題につ

いて考える」の冊子を配布し、当該プロジェクトの概要を説明した。具体的には、まず、前期

「子ども教育学基礎演習1」で実施した見学実習や人間力向上プロジェクトの学修内容や、健

康・スポーツ教育コースの人材育成像等を紹介し、健康問題（=どのようなニーズがあるか）

を把握し、改善に効果的なアプローチ（=具体的な介入方法）や職業について理解を深め、自

身のキャリアを見つめるきっかけとして、本プロジェクトを実施する旨を伝えた。次いで、ス

ケジュール（健康増進法としてのヨーガの体験学習、文献発表の日程）を確認した。 

また、当該プロジェクトは、健康課題について理解を深める指定文献と、グループで自発的

に調べた文献を、３名程度で構成される小グループでまとめ、プレゼンすることが主たる活動

であることを伝えた。プレゼンは、21分の文献発表と４分のディスカッションから構成され、

プレゼンで使用するスライドの最終ページには、文献を調べたりまとめたりして、「自分たち

が考えたこと（あるいは、みんなに考えてほしいこと）」をまとめるよう指示した。Table ２

に示す各領域のテーマ３ ）について順を追って概要を説明した後、文献検索の方法として、「Go 
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Table ２ 「健康課題について考える」のテーマと指定文献一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ogle Scholar、CiNii、Science Direct、図書館等」の検索エンジンを紹介するととともに、

受講生のスマートフォン上で、Google Scholarを用いて文献検索の実演を行なった。残りの時

間は各クラスにわかれてグループ構成を行い、授業を終えた。 

 各グループによるプレゼンは、11月14、21、28日の３週にわたって行われた。プレゼンの評

価は、科目担当教員（クラスチューター）のみ行い成績に反映した。11月28日には、「①本授

業で学んだ日本の健康課題の現状を簡潔にまとめ、②それらに対して、あなた自身のキャリア

（職業）の中で、どのように向き合っていきたいか、論述してください」というテーマで、プ

ロジェクトの総括レポートを作成する時間を設けた。授業時間内で書き終えられなかった場合

は、授業時間外に記入し提出するよう指示した。 

 

3-3 結果と考察 

 以下、総括レポートの内容を基に、プロジェクトを通じた学びの概要を報告する。なお、結

果の記述にあたって、「当該プロジェクトで学んだ内容」は多岐にわたるため、特に、「各自

のキャリアの中で健康課題とどのように向き合いたいか」に関するレポートの内容に焦点をあ

てた。得られた72のレポートを、各自が思い描くキャリアを基準に分類したところ、中高保健

体育教諭と養護教諭の「学校教員（28名／38.9%）」、トレーナーやインストラクターの「スポ

ーツ職（４名／5.5%）」、「公務員（１名／1.4%）」のカテゴリーが得られた。また、複数の

進路で悩んでいる様子や、具体的な職業ではなく就労全般に関する記述を行なっているものは

「模索中（18名／25%）」、就労との関連が読み取れず、自己や他者、あるいは世間一般の健康 

領域 テーマ 指定文献

現代人と健康 A.身体の健康の危機 田口 貞善 (2012). 健康・運動の科学　講談社

　（生活習慣病，健康寿命等） 厚生労働統計協会 (編) (2015). 図説　国民衛生の動向　厚生労働統計協会

B.心の健康の危機 久富 義之・佐藤 博 (2012). 新採教師の死が遺したもの　高文研

　（メンタルヘルス，自殺等） 厚生労働統計協会 (編) (2015). 図説　国民衛生の動向　厚生労働統計協会

C.健康と社会（健康格差） マイケル・マーモット (2017). 健康格差: 不平等な世界への挑戦　日本評論社

NHKスペシャル取材班 (2017). 健康格差: あなたの寿命は社会が決める　講談社

健康増進への介入 D.食事
ティム・スペクター (2017). ダイエットの科学:

　　　　　 「これを食べれば健康になる」のウソを暴く　白揚社

E.運動 岡野 五郎 (2015). 体を動かすと心が変わる　ストーク

F.疲労回復 山田 知生 (2018). スタンフォード式　疲れない体　サンマーク出版

健康の維持・増進とその職業 G.健康に関する仕事
川上 清市 (2017). 図解入門業界研究

           最新健康ビジネスの動向とカラクリがよ〜くわかる本 秀風システム

H.スポーツに関する仕事
湯浅 真弥 (2017). 図解入門業界研究

           最新スポーツビジネスの動向がよ〜くわかる本 秀風システム
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Table ３ 「健康課題について考える」レポートのカテゴリー化と記述例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題について言及しているものは「就労への言及なし（19名／26.4%）」とし、健康課題等の本

質的なテーマへの言及がない場合は「その他（２名／2.8%）」のカテゴリーを得た（Table ３）。

カテゴリー 学生から得られたレポートの記述

学校教員（38.9%） （略）年々増加傾向にある「生活習慣病」のことや、職業や出生・所得などから生まれ、寿命にまで関わる「健康格差」の問

題、また社会の複雑化による様々なストレスが原因となる「うつ病」などの精神的問題について知った。今まであまり気にかけ

ていなかったこれらの問題について初めて知ることも多かった。また「スポーツ」と言うのはこれら全てのものに対して、予防

効果や改善効果がある。それだけではなく、スポーツをすることによる経済効果というのはかなり大きいと言う事を知った。私

が将来体育教師になった際には、これらの健康課題に対して、生涯スポーツを続けていくことを教えたいと思う。（略）たとえ

若い間は無理でも、年を重ねていく上で、このことを思い出し「スポーツを予防のためにそろそろしようかな」と思ってもらい

たい。なので、できるだけ多くのスポーツを授業で取り入れ、その時に始めるスポーツの選択を増やしていければ良いと思う。

また自分の問題としては、うつ病など精神疾患による休職率が高い「教師」と言う職業につくつもりなので、そのようにならな

いための対策や、病気にかかるまでの原因などを知りたいと思った。せっかく夢が叶っても病気などで休職したくないので、健

康について今までより考えていくことが今後の課題としていくべきことだと思った。

（略）社会的に健康であることについてはキーワードとして「健康格差」があるが（略）、特に子どもの貧困については「見え

ない貧困」と言われており実態が把握しきれていない。また教員を目指すものとして、子どもの貧困については特に詳しく理解

しておく必要があり、子どもの接し方、保護者対応など各家庭環境に配慮する必要があると考える。（略）低所得者に対する支

援、障害がある人の雇用形態や待遇の改善などを国が率先して行うと同時に、人と人との繋がりを大切にすることで、地域の体

育大会などに参加したり、精神的にも安定してくるのではないかと思う。今できることとしては、ボランティアに参加するなど

だが、将来的には自ら地域ぐるみの何か健康に繋がるようなイベントを提供、企画できるような人になりたいと思う。

（略）ストレス社会、不健康社会にある今、健康について学んでいる私たちが先頭に立って、健康社会を作らなければならない

と思った。そのためにもこの授業のように健康について深く考える機会を作り、健康づくりに興味を持ってもらうことが大切で

ある。私は今日の授業で「こころの健康」について発表をしたが、学んでいるうちに心が痛くなってしまった。耐えられない重

圧から逃れる方法が「自殺」とならないように、養護教諭として、生徒だけではなく教師たちのカウンセリングを行いたいと思

う。養護教諭になろうと今多くのことを学んでいるが、カウンセリングについてはまだ学べていないので独学でも学んでいきた

いと考えている。身体の健康ばかりを大切にしている日本であるが、根本的にこころが健康でなければ意味がないということを

今の日本に広めていきたいし、こころに苦しみを抱えている人たちの支えになりたいと思っている。

スポーツ職（5.5%） 健康についてあまり最近考えていなかったけれど、肥満の話だったり、いろいろな人の発表を聞いているとしっかりと考えない

といけないと思いました。（略）ビジネスとしてスポーツを活かしていくために、スポーツをもっと多様化していき、スポーツ

企業を増やしていきたいと思った。（略）国民のニーズを考えて起業している人たちはすごいと思った。スポーツビジネスにつ

いて学んだけれど、自分は将来スポーツに関わっていく人間としてこれまでに学んだことを活かして就職に使っていきたいと思

いました。

公務員（1.4%） 日本の健康課題の現状は、（略）まだまだみんなの意識が足りないと思うし、もっと健康課題への取り組みを強化するべきだと

思う。健康な体は自分で作っていくものだと考える。（略）将来、現在よりもっと高齢化は進んでいると思うので、今のうちか

ら健康問題への意識を強めて、（略）若いうちに体を動かして、高齢になる前に鍛えるのがよいと思う。（略）警察官は一日中

働き、自分の時間がなく、ゆっくり寝ることもできないので、体を壊さないように食生活には気を使っていきたい。

模索中（25%） 今回の「健康課題について考える」を学んで、今後の職業や、生きていく中にも活かしていきたいと思いました。（略）調べた

ことを発表するだけではなく、初めにヨーガの体験をできたのがさらに良かったと思う。（略）新たな理論などが次々と現れる

と思うので、常に学び続けたいと思う。教師になった時には、今回学んだことを伝えられるようにし、自分自身が見本となれる

ようにする。また、教師以外のインストラクターなどになったときも同じく見本となれるようになろうと思った。だが、もし教

師にならずに健康のための職業につくとしたら、今ある仕事ではなく新しいものを作って、それを広めていきたいと思った。そ

のためには、常に学び続け、そして時代の流行なども知っておかないといけないので、とても難しいことだとは思う。（略）健

康に関わりのない職についたとしても、健康であるための関心を持ち、おじいちゃんになっても元気でいたいと思った。

（略）他人事じゃなく自分のことのように考えることができた。身体的・精神的・社会的に健康でないといけない。私は今まで

試合に勝つためがむしゃらにスポーツをしていたが、健康のためにスポーツをする人もいる。だが、大人になりスポーツをする

時間がない人がいる。（略）現在、精神疾患を患う人が増えてきている。うつ病などにならないためにリフレッシュする時間を

作ったり、ストレスを発散しないといけないと思った。私が職に就いたら、相手とのコミュニケーションをしっかりとり、変化

に気づき助けられるように成長していきたい。

就労への

言及なし

（26.4%）

（略）健康というのは、生きているうえで、人間の永遠の課題だと思います。（略）時間がない社会人がどうしたらスポーツや

運動ができるのかということが、日々、協議されていることも知り、そういったこともしてみたいなと思いました。（略）ただ

温泉に入るだけでも健康に良いし、精神的にもすごく良いので、私も定期的に温泉に行きたいなと思いました。今まで、スポー

ツのことしか目が行っていなかったけど、今回の授業のおかげで、健康の分野にも目を向けることができるようになったので、

日頃の生活から意識していきたいです。

（略）座り続けることにより骨盤などの色々な骨が左右非対称になっていき疲労がたまりやすくなっていくこと、（略）運動を

する時間も取れず（略）太りやすくそこから病気になっていく人もいることを知った。（略）だから、これからは働き続けた

り、勉強し続けないで、30分に1回は立ったり、昼休みには軽い運動をしたり、休みの日には少しでも体を動かしたりと疲労を

ためないことが一番大切だと分かった。色々な人に効果的に仕事、勉強をするためには適度な運動をすることが大切だというこ

とを伝えていけたらいいと思った。

日本の健康課題の現状は、運動を週に１回以上でも取り組んでいる人が少ないということである。（略）私は、この状況ではい

けないと考えるので、世間の人が楽しめて、運動を少しずつ頑張ってみようと志す人が増えるような運動を考えることから始め

ようと思う。運動をしない人の原因は何なのか考えて把握して、簡単な動作から行ってもらうと、無理なダイエットをすること

もなくうつ病や肥満の減少にもつながり、やがて健康な人が増えるだろうと考える。

その他（2.8%） （略）ニーズ（困りごと）を把握しエビデンス（効果が認められている）に基づく介入を行うことは、対人援助の基本とされて

いる。その中で自分自身のキャリア（職業）について考えると、大学4年間の中で教育とは一体何なのかを学ぶ必要があると感

じた。（略）自分はこの大学生活で人間力を上げると言う意味でも相手とのコミュニケーション能力を向上させていかないとい

けない。

註：下線部は筆者による。また、誤字脱字等を含め、文意を損ねない範囲で適宜修正している。
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以降の結果の記述においては、本研究の探索的性質を考慮し、各レポートに含まれる主題の意

味内容を判断の基準としながら、学修成果の多様な側面を抽出した。 

（１）学校教員 

 将来、体育教員を志望する学生から、自身や子どもの健康改善に取り組みたい、とする旨の

論述が得られた。例えば、自分自身の健康について、「自分がまず健康でないと生徒に健康に

ついて教えることはできないし、生徒が表に出せないSOSのサインも見逃してしまう」という

記述のほか、精神疾患で休職・退職する教員の存在に触れ、運動や生活改善のサービスを通じ

て健康的な生活を維持し、悩みを打ち明けられる相手を探したいという記述も得られた。また、

子どもの健康について、「運動を教えるだけではなく、運動を好きになってずっと続けて欲し

い」や、「健康格差の事実について伝達し、子どもの健康意識を高める」、「保健を通じて食

事、運動、健康について発信する」といった記述も得られた。ある学生は、もし教師とは違う

職に就いても、「大学で学んだ知識を基に、職場での呼び掛けを積極的に行おうと思う。（略）

そのために、今回の授業だけに止まらず、運動と健康について、（略）特に、疲労回復の事柄

についてたくさんのことを学べたらと考えている」と、更なる学びへの意欲を高めていた。 

また、子どもの貧困について理解し、保護者対応等に活かすだけでなく、「今できることと

しては、ボランティアに参加するなどだが、将来的には自ら地域ぐるみの何か健康に繋がるよ

うなイベントを提供、企画できるような人になりたい」と、社会貢献への意識を高めた学生も

いた。同様に、教職の責任は重く、精神的にも肉体的にも不健康になりやすいにもかかわらず、

労働条件等が改善されないことに疑問を抱くなど、社会制度への関心を高めた者もいた。 

また、養護教諭志望者からは、子どもや教員の心身の健康を守りたい、とする論考が得られた。

例えば、睡眠や食事の授業実践、「うつ病になる前の対策として、運動法や呼吸法などをしっ

かり勉強し、伝えていきたい」や、「保健室に来た子どもたちが安らげる環境を作りたい」、

「耐えられない重圧から逃れる方法が『自殺』とならないように、養護教諭として、生徒だけ

ではなく教師たちのカウンセリングを行いたい」といった記述が得られた。 

（２）スポーツ職 

 インストラクターやトレーナーをはじめ、スポーツに関わる職業を志望する学生の記述から

得られたカテゴリーであり、「まさか低所得の人と高所得の人の死亡率を比べたときに、高所

得の人に比べ低所得の人の死亡率が約３倍になっているとは思わなかったので驚きました」と

いう健康格差や、現代人の食生活に言及し、これら健康問題に対応できる職業人になりたい、

という記述が得られた。また、スポーツビジネスに触れ、「国民のニーズを考えて起業してい
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る人たちはすごい」と感じるとともに、自身もスポーツ企業を増やすことに賛同し、学修内容

を就職に活用していきたい、とする感想も得られた。 

（３）公務員 

  警察官を目指す学生より、健康な体は自分で作っていくものであり、高齢化が進む昨今、若

いうちから体を鍛えることの必要性や、睡眠時間等不規則な警察の仕事に就いてからは、体を

壊さないよう食生活に気をつけたい、という記述が得られた。 

（４）模索中 

 教職や健康関連の職業等で悩んでいるものの、どの仕事であれ、休息や運動の時間をこまめ

にとるなどして健康に配慮したい、とする記述が得られた。また、「新たな理論などが次々と

現れると思うので、常に学び続けたい（略）健康のための職業につくとしたら、今ある仕事で

はなく新しいものを作って、それを広めていきたい」や、「よく考えて自分のやりたい事と時

間が作れる就職先を探していきたいと思った。これからの人生について深く考えていかなけれ

ばならない」というように、学び続け、生き方を問い続ける姿勢の高まりが示唆される記述も

得られた。この他、ある学生からは、「私は今まで試合に勝つためがむしゃらにスポーツをし

ていたが、健康のためにスポーツをする人もいる。だが、大人になりスポーツをする時間がな

い人がいる」というように、スポーツの目的や、スポーツを当たり前のように続けてきた自分

を相対化する契機になったことが伺えるレポートを得た。 

 また、就業先で出会う他者（生徒、顧客等）の心身の健康状態に配慮したり、身体的・心理

的・経済的な負担をおさえたスポーツや運動、ヨーガ等を企画したりして、他者の健康増進に

寄与しようとする意識を高めた者もいた。一方、教師が心理的問題を抱える場合が少なくない

ことを学んだ学生は、「その対処法についても正面から向き合い、こころの健康に寄り添うこ

とが大切であるが、いざそういった人に出会ったときどのように話しかけるかなど難しい問

題」と論述しており、心理相談の知識という次の問題意識への高まりを伺わせた。 

（５）就労への言及なし 

 具体的な就労について言及があったわけではないが、自己や他者の健康への意識の高まりを

示唆する記述が得られた。例えば、「食事、運動、睡眠といった基本的で常識的なことが案外

できていない」ことや、「自分では健康を意識しているつもりでも、他者の助言で気づくこと

もある」といった気づきから、自身の生活改善への意欲を高めた学生がいた。また、「健康管

理が必要なのは高齢者だけだと思っていたが、若者の健康が企業の競争率の向上（略）、スポ

ーツビジネスの向上、高齢化社会を支える人材の向上につながることを改めて考えることがで
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きる授業でした」という記述の通り、健康課題を我が国の課題と結びつけ、自身の問題として

捉え直す学生もいた。 

こうした自己の健康のみならず、「周りの人たちにも声かけをすることが大切（略）日本と

いう国の健康状態が良くなるし、その影響により世界も動き出すと思うので微力ではあるが頑

張っていこうと思いました」や、「この状況ではいけないと考えるので、世間の人が楽しめて、

運動を少しずつ頑張ってみよう、と志す人が増えるような運動を考えることから始めようと思

う」、「運動の楽しさを通じて、運動不足にならないよう伝えていきたい」など、他者や社会、

世界の健康に問題意識を広げた学生もいた。 

（６）その他 

 このカテゴリーは、パワーポイントを使った発表がわかりやすく勉強になった、という感想

や、対人援助職を希望する者として、教育とは何なのかを考え、自身のコミュニケーション能

力を向上させていくことの必要性について言及されたレポートから構成された。 

 

４．総合考察 

 本論の目的は、大学の理念や教育目標を実現する初年次教育科目について、「人間力向上プ

ロジェクト」と「健康課題について考える」という２つの課題探究型の教育実践を開発し、そ

の成果を報告することであった。 

 まず、「人間力向上プロジェクト」の代表発表の分析を通じて、価値として、自己成長、積

極性、行動力、人助け、コミュニケーション、平和等、「自己」、「人間関係」、「世界」そ

れぞれのカテゴリーに関連するものが選ばれたことを明らかにした。そのプロジェクトも、学

校での指導補助、ボランティア、読書、自然散策や旅等、様々な形態をとっていた。学生は、

プロジェクトを通じて、様々な理念や思いをもって仕事に従事している他者や、外国人、歴史

や自然に触れることを通じて、人間性、利他性、指導理念や指導法、コミュニケーション、命

の大切さ、平静さ、仕事の大変さなどを学んでいた。さらに、これらの学びを通じて、個々の

キャリア上の専門性を向上すること、他者を大切にすること、積極性や感謝の気持ちをもつこ

と、平和を継承すること、社会参加することに対する動機づけを高めた様子が示唆された。 

これらの分析から、本実践を通じて、学生が価値を中心に自己内対話を行い、さらにはそう

した内面世界を軸としながらも、他者や世界とどのように関わっていけばよいか、という人間

的な成長のプロセスが促進される様子が示唆された。なお、大学生対象の調査では、日頃、自

分とはどのような存在で、人生で何を大切にしたいのか、といった「生きるうえでの価値の希
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求」を行う傾向は、様々な考えをもつ他者と接したり、新しいものにチャレンジしたり、新し

いことを学び続けようとする「探究心」を媒介し、大学での学習意欲や進路選択行動に影響を

及ぼすことが明らかになっている（村上, 2013）。本実践では、教育という文脈で意図的に学

生が自らの価値に触れ、それを実現する行動（チャレンジ）を起こしたが、そのことが、一部

の学生において、さらなる学びに対する動機づけや、自身のキャリア行動に対する意識を賦活

させており、上記調査で提示された青年期心性との整合性を示唆するものであると言えよう。 

 次に、「健康課題について考える」では、学生が、身体、心理、社会的次元それぞれにおけ

る健康問題について、科学的知見を基に考究することで、自他の健康行動を振り返るとともに、

一定数にのぼる市井の人々が不適応状態に陥っている現代社会の課題を学んでいた。こうした

学習を通じて、教員（保健体育、養護）やスポーツ、企業、公務員等、それぞれの職業におい

て、生活習慣の見直しを中心に、自身の健康状態の改善に取り組むとともに、健康に関する知

識を伝えたり、ユニバーサルに楽しめる運動を企画したりすることで、他者や社会がより健康

的になるよう貢献していきたい、とする意欲の高まりが示唆された。特に、教員志望者におい

ては、「教師になって、子どもや教員の心身の健康に配慮し、それを改善していきたい」とい

うより具体的な教師像に言及し、さらに、その実現のために、運動指導や心理的援助の方法を

学びたい、と感じた学生がいることも確認された。また、キャリア探索の過程にある学生にお

いても、周囲への声かけや健康活動の企画を通じて、他者のウェルビーイングの実現に寄与し

ようとする意欲が喚起された様子が確認された。 

こうした傾向からは、総じて、健康課題が「他人事」ではなく、卒業後や自身の現在に直接

関連する「自分事」であることを自覚し、プレーすること自体が目的だったスポーツの活用や、

更なる知識や技術の修得といった手段を通じて、これらの課題に取り組もうとする姿が示唆さ

れた。これは、学生が、健康にまつわる諸問題とその解決策について考察することで、社会と

の接点の中で個々の可能性を実現する機会を自覚し、学びに向かおうとする姿勢が喚起された

と捉えることもできるだろう。 

以上、研究１、２の成果を概観した。両実践とも、その学習プロセスにおいて、（１）提示

された課題（「自分の人生で大切にしたい価値は何か」「現代人が抱える健康問題にどう向き

合えば良いか」）に対し、（２）データを収集し（文献購読やフィールドワーク等）、（３）

考察を深め、（４）その学習成果をプレゼンテーションやレポートを通じて報告する、という

共通したプロセスを経た。「価値」と「健康」というテーマを中核に据えた課題探究型の学び

を通じて、プレゼンやライティング・スキルのような、初年次教育で求められる技術の育成（藤
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田, 2006）を副次的に達成しながらも、本学が理念とする人間的な成長を促進し、教員養成系

学士課程教育への移行を助長する実践の大枠を開発することができた。 

 最後に、本研究の限界や今後の展望を論じる。第一に、研究１、研究２のいずれにおいても、

一部の学生の学びの成果を報告するに留まっている点が挙げられる。また、分析の対象とした

データは、成績評価に直結するレポートや発表であることから、客観的な指標とは異なり、受

講生が有するバイアスからの影響を排除できていない。そのため、本論で得られた知見の一般

化には慎重を期す必要がある。今後は、本報告の知見を参考に、大学適応感やキャリア意識等

の指標を用いて、当該プロジェクトの学習成果の全体的傾向を捉えていく必要がある。 

 第二に、学生が、今後どのような学習活動を展開していくかを把握するとともに、さらなる

教育機会への接続を意識した働きかけについても考察する必要があるだろう。例えば、研究２

において、市井の人々が楽しみながらできるスポーツや、カウンセリングの技術を学びたい、

という学生が確認された。こうした学生が、「生涯スポーツ論」や「教育相談」等の授業を受

講するにあたって、本授業を通じて芽生えた問題意識を保持し、その関連を意識しながら学習

活動を展開できているか、あるいは、教授者側が、こうした学びの連続性を意識した授業を展

開できるかどうかは、学習内容の定着に影響することが予測される。また、各種ボランティア

活動や地域貢献活動等、既に大学内に存在する「実地体験」のリソースに、社会貢献への意欲

を刺激された学生が効率的にアクセスできるような仕掛けも整理していく必要があるだろう。 

以上のような課題はあるものの、多様なキャリアの希望者を、「価値」と「健康」というト

ピックの元に結びつけ、それぞれに有益な学びをもたらし得る実践のあり方が確認できた点は

成果である。いわゆる「人間的な成長」は、抽象的で漠然とした理念と思われる節があり、教

育実践への落とし込みに困難を伴うが、本研究では、具体的な実践の一例を示すことができた。

今後は、人間的な成長を軸としながら、価値や健康について探究する学びが「意欲」を喚起し、

そこを起点とした次の「体験」がキャリア意識の基盤形成を担い、各自の本格的なキャリア選

択行動（「本気」と「本番」）へとつながっていく、そのようなロードマップが、具体的で効

果的な教育実践の創造と連動し、より鮮明なものになっていくことが期待される。 

 

註 

１ )倫理的配慮の一環として、学修成果を明らかにするため、人間力向上プロジェクトの代表発

表や、健康課題の最終レポートを、個人名等は明らかにしない形で分析の対象とすることを学

生に伝え、事前の校閲や、分析からの除外を希望する場合には申し出るよう告知した。 
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２ )「自己価値」には、勇気がある、何かを学ぶ、感謝の心を持つ、健康である等が含まれた。

「人間関係で大切にしたい価値」として、他人の気持ちを理解する、謙虚である、コミュニケ

ーションが上手、心が広い等が提示された。「この広い世界で、大切にしたい価値」には、世

の中をよくする、人助けする、何かを成し遂げる、リーダーになる等が含まれた。 

３）第一著者がテーマや指定文献をリストアップした後、授業担当者会議や、健康に関する多領

域の専門家が集うコース会議を通じて意見を集約し、偏りが生じないよう配慮した。 
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A proposal for first-year university education  

orienting toward human growth: 

Focusing on value in life and health issues 

 

 

MURAKAMI Yusuke, OHATA Masaki, MATSUHISA Manami 

and KAKIGI Akira 

 

The purpose of this paper was to develop and report outline of problem-seeking education that 

promotes “human growth” of university students. In study 1, we introduced the “Character 

Enhancement Project”, which consisted of planning the project realizes value in life. In study 2, 

we devised “Exploration of Health Issues”. Students discussed about health-related topics by 

reading academic literature, focusing on (a) health problems in modern society, (b) evidence-based 

interventions for health improvement, and (c) healthcare business. It suggests that these practices 

might promote human growth process including self-understanding, social participation, learning 

motivation and career consciousness, as well as academic skills of students. This paper also 

addressed aspects of the limitations and implications of these practices in the context of 

educational degree course. 

 




